
はしがき

本報告書は、当研究所の令和 2－4年度外務省外交・安全保障調査研究事業「大国間競
争時代の日本の安全保障」の一環として実施したロシア研究会「大国間競争時代のロシ
ア」の 2年目の研究成果を取りまとめたものです。
令和 3年度は激動の年となりました。2021年 6月にジュネーブで開催された米ロ首脳
会談は、この間続いてきた両国の緊張緩和のきっかけとなることが期待されましたが、
目立った成果は得られず、秋以降ロシアはウクライナへの軍事的圧迫をますます強めて
いきました。その後も数回にわたって戦略的安定に関する米ロ会談が持たれたものの、
双方合意には至らず、2022年を迎えました。そうしたなか、2022年 2月 24日、プーチ
ン大統領はウクライナへの侵略を開始しました。このロシアによる侵略行為に対して、
国際社会は一致団結して対抗してゆく姿勢を明らかにし、前例のない経済制裁を中心に
様々な措置をとることで、これ以上の戦禍の拡大を阻止しようとしております。日本も
また G7の一員としての責任ある立場から、「力による現状変更」を目的とした今回のロ
シアの侵略に決然と反対し、またウクライナや国際社会との連帯を表明しております。
今回のロシアによる暴挙に対しては断固として反対していくと同時に、なぜプーチン・
ロシアはこのような挙に出てしまったのかを冷静に分析することも重要ではないでしょ
うか。この意味において、プーチン政権によって築き上げられてきた今日のロシアの政
治・経済・社会の文脈を多面的に把握しなければならないと考えます。以上のような背
景や問題関心を踏まえ、当研究会では政治・経済・安全保障の面からプーチン体制のロ
シアの全体像をとらえるとともに、ロシアの対外政策の方向性を検討することを試みま
した。本報告書には委員諸氏の専門的知見と議論の積み重ねが反映されております。
なお、ここに表明されている見解はすべて個人のものであり、当研究所の意見を代表
するものではありません。今回の研究成果が、領土問題を解決し包括的な関係発展を目
指す我が国の対ロシア外交にとって有益な視座を与えるものとなることを期待します。
最後に、本研究に真 に取り組まれ、報告書の作成にご尽力いただいた執筆者各位、並
びにその過程でご協力いただいた関係各位に対し、改めて深甚なる謝意を表します。
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